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次
の
方
は
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
　
消
防
功
労

　
　
（
元
桶
川
市
消
防
団
分
団
長
）

　

詳
し
く
は
蜊
安
心
安
全
課

　

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
財
団
法
人
北
足
立
郡
市
医
師
会　

様

　

書
籍　

23
冊

　

詳
し
く
は
蜊
教
育
総
務
課

池田  雅之さん

春
の
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

情報
ステーション

OKEGAWA
Information Station
７月

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
の

学
園
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
２
０
１
７
（
夏
）

実
施
の
お
知
ら
せ

　

勤
務
場
所
▼
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ず
み
の
学
園（
川
田
谷
１
９
９
１
―
１
）

　

勤
務
日
時
▼
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時

30
分
～
午
後
２
時
30
分
（
５
時
間
）

※
９
月
か
ら
勤
務
で
き
る
人

　

勤
務
内
容
▼
発
達
の
支
援
が
必
要
な
児

童
の
指
導
訓
練
な
ど

　

募
集
人
員
▼
保
育
士
１
人

　

申
込
資
格
▼
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

　

賃
金
▼
時
給
950
円

　

選
考
方
法
▼
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

　

申
込
み
▼
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
お
よ

び
資
格
証
の
写
し
を
、
祝
日
を
除
く
月
～

金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
に
、
直
接
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ず
み
の
学
園
へ
。

※
履
歴
書
は
市
販
の
も
の
で
可

　

詳
し
く
は
蜊
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ず
み
の
学
園
☎
786
―
２
３
０
６
（
祝
日

を
除
く
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）

　

県
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
定
着
に
向
け
た
き
っ

か
け
づ
く
り
の
た
め
、
毎
年
夏
と
冬
の
年

２
回
、
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
な
ど
環
境

に
配
慮
し
た
生
活
を
一
日
実
践
す
る
こ
と

を
と
お
し
て
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
量
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

市
で
は
、
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
こ
の
エ
コ
ラ
イ
フ

Ｄ
Ａ
Ｙ
に
、
市
内
11
校
す
べ
て
の
小
・
中

学
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
の
夏

休
み
に
参
加
し
た
人
数
お
よ
び
二
酸
化
炭

素
の
削
減
量
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の

夏
休
み
、
家
庭
で
も
子
ど
も
と
一
緒
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
蜊
学
校
支
援
課

　

と
き
▼
７
月
26
日
㈬
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
８
月
24
日

㈭
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
教
育
総
務
課

桶川市長

　去る６月５日㈪、「べに花まつり　わんダフルおうえん隊PR犬　任命
式」を市役所仮設庁舎で、６月10日㈯には「べに花まつりPR」をJR大宮
駅構内西口イベント広場で、それぞれ行いました。
　まつりのPRと、動物愛護推進のため、３年前か
ら実施している「わんダフルおうえん隊」の任命
式では、今回PR犬として任命したチップ（オス：
推定４歳）と茜（メス：推定４歳）の他、過去に
PR犬を務め、現在は新しい飼い主さんと幸せに暮
らしている保護犬の、アンジュとパティーも一緒
に来庁してくれました。
　減少傾向にはありますが、年間82,902匹（平成
27年度）もの犬・猫が全国で殺処分されています。
　今回任命したチップと茜は、殺処分されてしまうところを動物愛護団体
に引き取られ命を救われました。この子達の天真爛漫な姿と、つぶらな瞳
を見ていると、殺処分ゼロを目指して、小さな命を救う活動を続けていく
ことの必要性を改めて痛感しました。
　また、大宮駅でのPR活動では、公募で参加していただいた８組16人の
小学生とその保護者の方々と一緒に、駅構内を行き交う人達に声を掛けな
がら、べに花の切り花や、まつりのパンフレットを配布しました。
　切り花を手に取った方からは「初めて本物のべに花を見た」、「桶川で
べに花が咲いているのは知らなかった」といった声を、また、参加した小
学生親子の方々からは「普段できない体験ができて良かった」、「べに花
を配ったとき、ありがとうと言われて嬉しかった」といった感想をいただ
きました。
　今回の2つのPRイベントを通じて、こうしたまつり等を行う際は、たく
さんの人達にPR等の準備段階から参加していただき、市民の皆様と共
に、桶川のまちや行事を盛り上げていきたいと感じました。

PR活動（大宮駅）

わんダフルおうえん隊
任命式

　 動 報 告
かつ

どう ほう こく

vol．41

市長元気通信

市内小・中学校の取組み結果

※ブナの木１本が１日あたりに吸収できる
二酸化炭素の量は約30gです。市内小・中
学校11校で、ブナの木約24万２千本が吸
収する二酸化炭素量を削減できました。

（平成28年度夏）

小学校
（７校）

5,895

5,362

1,785

1,891

7,680

7,253

人　数
（人）

削減量
（㎏）

中学校
（４校） 合計

教
育
委
員
会
第
７
回
定
例
会

の
お
知
ら
せ

東中学校

　
２
８
０
年
目
と
な
る
桶
川
祇
園
祭
（
主
催
：
桶
川

祇
園
祭
祭
典
委
員
会
）
は
、
７
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

の
両
日
、
午
後
３
時
〜
９
時
の
間
、
歩
行
者
天
国
と

な
る
中
山
道
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
交
通
規
制
は
次
の
図
の
と
お
り
、
午
後
３
時
〜
10

時
ま
で
（
一
部
区
間
は
午
後
５
時
ま
で
）
実
施
さ
れ
、

全
面
車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
交
通
規
制
に
伴

い
、
東
口
の
バ
ス
停
は
す
べ
て
西
口
へ
の
迂
回
と
な

り
ま
す
。
自
転
車
で
お
越
し
の
人
は
、
図
の
①
〜
④

の
駐
輪
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
中
山
道
の
駅
前
交
差
点
や
そ
の
周
辺
は
、

大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
蜊
産
業
観
光
課 ７

月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

桶
川
祇
園
祭

〜
神
輿
の
渡
御
と
山
車
の
巡
行
〜

み
こ
し

と
ぎ
ょ

だ
し

坂田谷津谷遺跡公園　開園のお知らせ
や　つ　や

坂田谷津谷遺跡公園（公園面積：9971㎡）が開園します。
当公園は、桶川市坂田西特定土地区画整理事業で整備され、市に移管されます。

と　き▶７月８日㈯　※開園式終了後（正午頃）から一般利用できます。
ところ▶坂田1423-1　※次の案内図をご覧ください。

坂田谷津谷遺跡公園～名称の由来～
　公園の所在する地域は、古くから「谷津
谷」という地名で親しまれ、公園内の湧水
は、「谷津谷の泉」と呼ばれています。
　また、公園内には「堀ノ内遺跡」の包蔵
地があり、現在も遺跡の一部が公園の地下
に保存されています。

ほりのうち ほうぞう

ち

詳しくは 蜊都市計画課

●●●

●●●

坂田
谷津谷
遺跡公園

幼稚園

東小学校

坂田

至川
島

県道
川越
栗橋
線

至久
喜

桶川加納
I.C.

●●●

●●●

●●●

① 桶川小学校校庭　② ことぶき広場（旧南小）
③ 稲荷神社　④ 駅前子育て支援センター

駐輪場

　　=交通規制 午後3時～10時
※ 桶川駅東側バス停は
　 利用できません。

桶川駅

★
市民ホール
★
市民ホール

郵便局〒郵便局〒

★マイン★マイン

★酒店★酒店銀行★銀行★ 本部本部

国道17号国道17号 至北本至北本

中山道中山道

桶
中
★

桶
中
★

銀
行
★

銀
行
★

至上尾至上尾
★GS★GS

富
士
見
通
り

富
士
見
通
り

べ
に
ば
な
陸
橋

べ
に
ば
な
陸
橋

西
口
西
口

東口東口

午後3時～9時
歩行者天国

午後3時～9時
歩行者天国

歩行者天国
午後3時～5時
歩行者天国
午後3時～5時

規制図

④④

②② ①①

③③

至北本

至上尾

国
道
17
号
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【
第
１
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
物
資
選

定
部
会
】

　

と
き
▼
７
月
４
日
㈫
午
後
３
時

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

【
第
２
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
】

　

と
き
▼
７
月
25
日
㈫
午
後
３
時

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
学
校
給
食
運
営
委
員
会
事

務
局
（
学
校
支
援
課
）

　

と
き
▼
７
月
11
日
㈫
午
後
１
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
302

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
学
校
支
援
課

　

勤
務
場
所
▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
市

内
各
小
学
校
区
）

　

勤
務
日
▼
７
月
中
旬
～
８
月
末
日
の
月

～
土
曜
日
（
週
３
～
５
日
程
度
）

　

勤
務
時
間
▼
午
前
７
時
30
分
～
午
後
７

時
（
１
日
５
～
８
時
間
の
シ
フ
ト
制
）

　

募
集
人
員
▼
30
人
程
度

　

申
込
資
格
▼
18
～
65
歳
※
高
校
生
不
可

　

申
込
み
▼
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
直

接
、
保
育
課
へ
。

　

詳
し
く
は
蜊
保
育
課

　

８
月
１
日
か
ら
勤
務
で
き
る
嘱
託
支
援

員
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
人
員
▼
２
人

　

申
込
資
格
▼
昭
和
33
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

　

試
験
方
法
▼
作
文
お
よ
び
面
接

　

試
験
日
▼
７
月
21
日
㈮
午
後
1
時

　

試
験
会
場
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

　

申
込
み
▼
７
月
19
日
㈬
ま
で
に
、
履
歴

書
お
よ
び
資
格
証
の
写
し
（
見
込
証
明
書

な
ど
の
原
本
）
ま
た
は
卒
業
証
明
書
（
見

込
み
証
明
書
な
ど
の
原
本
）
を
直
接
、
保

育
課
へ
。

※
資
格
要
件
や
採
用
後
の
勤
務
条
件
な
ど

詳
し
く
は
、
保
育
課
で
配
布
す
る
募
集
案

内
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
蜊
保
育
課

学
校
給
食
運
営
委
員
会
物
資
選
定

部
会
・
学
校
給
食
運
営
委
員
会

公
開
の
お
知
ら
せ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
嘱
託
支
援
員

（
放
課
後
児
童
支
援
員
）を
募
集
し
ま
す

第
１
回
い
じ
め
防
止
連
絡
協
議
会

公
開
の
お
知
ら
せ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
夏
休
み
保

育
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

対前年平成28年
4 月末

平成29年
4 月末 同月比

安全は　自分自身が　つくるもの

－19件

0人

－16人

（毎年１月からの累計）

件 数

死 者 数

負傷者数

105件

0 人

127人

86件

0人

111人

　市町村ごとに設置するブースでは、市町村の特色や
職員の募集状況、勤務条件などについて、直接、人事
担当者から話を聞くことができます。
　当市もブースを設置しますので、気軽にお立ち寄り
ください。
とき▶７月12日㈬午後１時～６時（入場は５時まで）
ところ▶さいたまスーパーアリーナ
問合せ 蜊彩の国さいたま人づくり広域連合人材開発部
　　　市町村職員担当☎６６４－６６８１

｢埼玉県市町村職員採用合同説明会｣を
開催します

市職員を募集します
詳しくは 蜊職員課

採用年月日 平成30年４月１日
第1次試験日 ９月17日㈰

　職種
　募集人数

①事務職［一般］　　５人程度
②技術職［土木］　　１人程度　

申込期間
郵送：７月27日㈭～８月６日㈰≪消印有効≫
持参：８月７日㈪～14日㈪の午前８時30分
～午後５時15分　（土・日・祝日を除く）

受験資格
【共通】
・学校教育法による大学、短期大学もしくは高等学校を卒
業または卒業見込みの人
・日本国籍を有する人

①事務職
　［一般］

大学・短大卒
　　　⇒平成４年４月２日以降生まれた人
高校卒⇒平成６年４月２日以降生まれた人

②技術職
　［土木］

昭和59年４月２日以降生まれた人
※大学、短期大学、高等学校、専門学校で土木課
程を修了した（修了見込を含む）人、または１級
土木施工管理技士資格を有する人

その他

・詳しくは受験案内をご覧ください。
・受験案内は、７月３日㈪から仮設庁舎総
合案内および分庁舎職員課で配布します。
なお、市ホームページからもダウンロード
できます。

詳しくは 蜊学務課
　今年から、夏季における省エネルギー対策を進める
とともに、教職員の健康増進と休暇取得促進を図るた
めに、次の期間、市内小・中学校を閉庁します。
　学校閉庁日は、学校として対外的な業務を行わない
日となりますので、ご理解とご協力をお願いします。

　閉庁期間における学校への緊急の連絡・問合せなど
は教育委員会（学務課・学校支援課）が対応します。
　なお、部活動などについても、この期間は原則とし
て行いません。

　市立図書館が大規模改修工事のため、平成29年度中、長
期休館となります。その期間中、川田谷分室の開室時間を
拡大します。
期間（予定）▶７月～平成30年３月末
開室時間▶午前９時30分～午後４時30分（平日・土・日）

　休館日は次のとおり変更ありません。

休館日▶月曜日、火～金曜日までの月末日、国民の祝日
（土・日を除く。祝日が月曜日の場合は翌火曜日も休
館）、年末年始および特別整理期間
詳しくは 蜊市立図書館☎７７１－０３０３

　児童手当は、中学校卒業まで（15歳の誕生日後の３月31日まで）の児童を養育している人に支給す
る手当です。出生や転入などにより、受給資格が生じた場合、支給を受けるには、認定請求の手続き
が必要です。なお、現在支給を受けている人は、「現況届」の提出が必要です。

　申請方法▼
　こども支援課で直接手続きしてください。
※出生や転入などにより受給資格が生じた場合、15日以内に認定請求すれば、出生や転入などの日の
属する月の翌月分から支給されます。それ以降に認定請求した場合には、認定請求した月の翌月分か
らの支給となりますので、注意してください。
※公務員は、勤務先に申請してください。
　請求時に必要なもの▼
○生計中心者の健康保険証
○生計中心者の振込先がわかるもの
○印鑑（認印）
○個人番号カードまたは通知カード（通知
カードの場合は、運転免許証など身元を確認できるものが必要となります。）
※平成29年度所得証明書（平成29年１月１日に桶川市に住民登録がない人のみ）
※児童が属する世帯全員の住民票（児童が他
の市区町村に住民登録がある場合のみ）
※その他の書類が必要な場合もあります。
　所得制限について▼
　生計中心者の所得が所得制限限度額以上の
場合、手当の額は児童の年齢などに関わらず、
児童１人当たり月額５千円となります。
　支給の時期▼
　原則として、毎年２月、６月、10月に、そ
れぞれの前月分までが支払われます。

  児童手当・特例給付現況届の提出はお済みですか？
　児童手当を受けている人は、毎年６月に「現況届」を提出しなければなりません。現況届を提出し
ないと、６月分以降の支給が受けられなくなります。
　支給対象者には、すでに書類（返信用封筒同封）をお送りしています。まだ提出していない人は、
早急に郵送で提出してください。

期間▶８月14日㈪～16日㈬の３日間

◆ 児童手当について ◆
詳しくは 蜊こども支援課

手当の額（児童１人当たり月額）

15,000円
10,000円
15,000円
10,000円

5,000円

所得制限未満 所得制限以上
3歳未満
　　　　　  第1･2子
　　　　　  第3子以降
中学生

3歳～
　小学生

622.0
660.0
698.0
736.0
774.0
812.0

833.3
875.6
917.8
960.0

1002.1
1042.1

所得制限表
扶養親族などの数

（税の申告上の扶養人数）
所得制限限度額
（万円）

収入額の目安
（万円）

0人
1人
2人
3人
4人
5人

夏季休業中の学校閉庁について市立図書館川田谷分室の開室時間を拡大します
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桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

　

市
で
は
、
県
と
共
催
で
、
現
在
働
い
て

い
る
人
、
こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
考
え
て
い

る
人
は
も
と
よ
り
、
そ
の
家
族
の
人
に
も

ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
身
近
な
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

　

テ
ー
マ
①
▼
「
仕
事
と
子
育
て
・
介
護

の
両
立
～
長
く
働
き
続
け
る
た
め
に
～
」

○
仕
事
と
子
育
て
・
介
護
の
両
立
の
現
状

○
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
に
つ
い
て

○
仕
事
と
育
児
・
介
護
を
両
立
さ
せ
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト

　

と
き
▼
８
月
１
日
㈫
午
後
６
時
30
分
～

８
時

　

講
師
▼
特
定
社
会
保
険
労
務
士　

山
口

恵
美
子
さ
ん

　

テ
ー
マ
②
▼
「《
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支

援
コ
ー
ス
》
ポ
イ
ン
ト
解
説
！
有
期
労
働

契
約
の
基
礎
知
識
」

○
労
働
契
約
の
基
本
ル
ー
ル

○
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
ポ
イ
ン
ト

（
均
衡
待
遇
の
確
保
、
通
常
労
働
者
へ
の

転
換
推
進
な
ど
）

○
労
働
者
派
遣
法
の
ポ
イ
ン
ト
（
均
衡
待

遇
の
確
保
、
雇
用
安
定
措
置
な
ど
）

○
労
働
契
約
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
（
無
期

転
換
ル
ー
ル
な
ど
）

○
有
期
労
働
契
約
で
働
く
人
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
や
処
遇
改
善
に
必
要
な
情
報　
　

　

と
き
▼
８
月
３
日
㈭
午
後
６
時
～
８
時

　

講
師
▼
特
定
社
会
保
険
労
務
士　

荻
原　

秀
夫
さ
ん

　

と
こ
ろ
▼
桶
川
市
商
工
会
館
（
鴨
川
１

―
４
―
３
）
※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

対
象
▼
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

　

定
員
▼
各
40
人

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
県
勤
労
者
福
祉
課

☎
830
―
４
５
１
８

　

市
で
は
、
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

と
共
催
で
、
就
職
を
希
望
す
る
女
性
を
応

援
す
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
と
お
仕
事
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
テ
ー
マ
▼
「
求
人
状
況
を
知

っ
て
働
き
方
を
考
え
よ
う
」

　

就
職
活
動
を
始
め
る
た
め
に
は
、
ど
ん

な
仕
事
に
ど
れ
く
ら
い
の
求
人
が
あ
る
の

か
、
ど
ん
な
働
き
方
が
あ
る
の
か
を
理
解

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
う
え
で
自

分
に
合
っ
た
就
業
条
件
を
整
理
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

○
県
の
雇
用
情
勢

○
い
ろ
い
ろ
な
働
き
方
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト

○
自
分
ら
し
い
働
き
方
の
検
討

　

と
き
▼
７
月
25
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

　

と
こ
ろ
▼
桶
川
市
商
工
会
館
（
鴨
川
１

―
４
―
３
）

　

対
象
▼
就
職
を
希
望
す
る
女
性

　

定
員
▼
20
人
【
先
着
順
・
予
約
制
】

　

費
用
▼
無
料

　

講
師
▼
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

申
込
み
▼
７
月
３
日
㈪
か
ら
、
電
話
で

産
業
観
光
課
へ
。

　

そ
の
他
▼
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
午
後
１

時
15
分
～
４
時
に
、
一
人
45
分
間
で
、
応

募
書
類
の
書
き
方
や
面
接
練
習
な
ど
、
キ

ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
就
職
に
関
す
る

様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
【
予
約
制
・

定
員
３
人
】

　

詳
し
く
は
蜊
産
業
観
光
課

　

募
集
部
門
▼

第
１
部
：
小
説
・
童
話
・
戯
曲

第
２
部
：
随
筆
・
紀
行
・
評
論

第
３
部
：
詩

第
４
部
：
短
歌

第
５
部
：
俳
句
・
川
柳
・
連
句

第
６
部
：
表
紙
絵
・
扉
絵
・
カ
ッ
ト

　

募
集
要
件
▼
商
業
誌
な
ど
で
発
表
し
た

も
の
は
除
く
。
※
１
人
１
部
門
。
第
１
部

～
第
５
部
と
第
６
部
の
重
複
は
可

　

応
募
資
格
▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

市
内
の
文
芸
サ
ー
ク
ル
に
所
属
の
16
歳
以

上
の
人

　

応
募
料
▼
400
円
（「
文
芸
桶
川
」
第
38

号
を
１
部
贈
呈
）

　

提
出
原
稿
▼
１
部
と
２
部
に
つ
い
て
は
、

原
則
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
、
Ｃ
Ｄ
ま
た
は

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
と
印
字
し
た
原
稿

１
部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
の
提
出
も
可
（
応

募
料
は
、
直
接
ま
た
は
現
金
書
留
で
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。）

※
提
出
し
た
Ｃ
Ｄ
・
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス

ク
・
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

申
込
み
▼
９
月
12
日
㈫
ま
で
に
生
涯
学

習
文
化
財
課
へ
。
詳
し
く
は
「
作
品
募
集

要
項
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
と

指
定
原
稿
用
紙
は
、
生
涯
学
習
文
化
財
課
、

駅
西
口
図
書
館
、
東
公
民
館
、
加
納
公
民

館
、
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
他
▼
発
行
は
平
成
30
年
３
月
予
定

（
頒
布
予
定
価
格
は
一
冊
800
円
）

※
「
文
芸
桶
川
」
第
37
号
も
好
評
販
売
中

で
す
（
頒
布
価
格
一
冊
800
円
）。

　

詳
し
く
は
蜊
生
涯
学
習
文
化
財
課

　

少
子
化
が
進
む
中
、
看
護
職
員
の
人
材

確
保
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
、
平
成

27
年
10
月
、
看
護
師
等
人
材
確
保
法
が
改

正
さ
れ
、
看
護
職
の
資
格
を
お
持
ち
で
就

業
し
て
い
な
い
人
は
、
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
へ
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

転
居
や
出
産
・
育
児
な
ど
で
離
職
し
た
人

は
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

届
け
出
方
法
▼
埼
玉
県
看
護
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
と
ど
け
る
ん
」
の
ペ
ー
ジ

か
ら
入
力

　

問
合
せ
蜊
埼
玉
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
824
―
７
２
６
６

「
文
芸
桶
川
」
第
38
号
の
原
稿
を

募
集
し
ま
す

労
働
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

（
無
料
）

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

就
職
サ
ポ
ー
ト
県
内
キ
ャ
ラ
バ
ン

開
催
の
お
知
ら
せ

離
職
中
の
看
護
職
の
人
は

届
け
出
が
必
要
で
す

固定資産税・都市計画税【第２期】
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料　【第１期】

納付は期限内に！
納期限… 7月31日

今月の納期
　駅東口を安心、安全に利用していただけるよう、道路などの整備事業を進めています。
　現在、駅前広場の整備に必要となる用地の約63％を取得し、その一部を仮設の自動車送迎場として整備した
ほか、県が事業主体となっている駅通りと中山道（交差点部）の整備につい
ても、用地の取得に向けた調査・協議などを県と協力して進めています。
　また、道路の整備事業と並行し、駅東口自由通路へのエレベーターの設置
に向け、ＪＲ東日本と協定を締結し、基本設計の作業を進めています。
　これら駅東口の事業に関する情報については、市ホームページにも掲載し
ています。今後とも、機会をとらえて情報提供に努めてまいります。

○駅東口の整備について○

仮設桶川駅東口自動車送迎場

詳しくは 蜊駅東口整備推進課

　市では、商店街の振興を目的として、商店街の
空店舗を活用して新たにお店を営業しようとする
人を対象に、改装費や家賃に対して補助をします。

※小売業（百貨店・スーパーマーケットを除く）
または一般飲食店（主としてアルコール飲料を
提供しないもの）が対象になります。
※改装費補助を受ける場合の施工業者は、市内に
事務所または住所を有する業者に限ります。

　申込み▶先着順で、申請額が予算額に達するま
で。また、補助の決定には審査などがあります。
※事業開始から１年以内に閉店、業種の変更、移
転した場合は、補助金を返還していただくこと
があります。

詳しくは 蜊産業観光課
商店街の空店舗を活用しませんか？

改装費の１／２以内
補助額上限50万円

家賃の１／２以内
補助額上限月５万円
（12か月以内）

内装・外装・設備設
置工事など

店舗の賃借料（保証
金、敷金、礼金、駐
車場、仲介手数料な
どを除く）

改 装 費

家　　賃

補助区分 対象経費の例 補助額

☆自衛官等募集☆
募集種目 受付期間 応募資格 試験予定日

航空学生

7 月 1 日㈯
～

９月 ８日㈮
≪必着≫

日本国籍を有す
るもの
高卒、18歳以上
21歳未満

★１次試験
９月18日（月・
祝）
※２次、３次試験
有り

一般曹
候補生

日本国籍を有す
るもの
18歳以上27歳未
満

★１次試験
９月１６日㈯・
１７日㈰・１８日
（月・祝）の指
定された１日
※２次試験有り

自
衛
官
候
補
生

男子
年間を通じて
受付中

日本国籍を有す
るもの
18歳以上27歳未
満

受付時にお知ら
せします

女子
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※年齢は平成30年 ４ 月 １ 日現在
※ホームページからも内容の確認および資料請求などができます。
問合せ 蜊自衛隊さいたま地域事務所☎６５１－２４２０
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薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

情
報
公
開
制
度
と
は
…

　

市
が
持
っ
て
い
る
公
文
書
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
請
求
に
よ
り
公
開
す
る
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
の
目
的
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
市
の
仕
組
み
や
仕
事
の
内
容
を
見
て

い
た
だ
き
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推

進
と
市
民
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
で
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
…

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
情
報
を
見
た

い
と
き
の
「
開
示
を
求
め
る
権
利
」
、
事

実
と
異
な
る
記
載
が
あ
る
と
き
の
「
訂
正

を
求
め
る
権
利
」
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
切
な
取
扱
い

に
つ
い
て
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
利
益

を
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
度
の
不
服
申
立
て
件

数
は
３
件
で
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
総
務
課

　

と
き
▼
７
月
21
日
㈮
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
302

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
総
会
開
始
の

30
分
前
か
ら
５
分
前
ま
で
に
会
場
に
お
越

し
に
な
り
、
事
務
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場

合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
事
務
局
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
農
業
委
員
会
総
会
は
、
８
月
22

日
㈫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
農
業
委
員
会
事
務
局

　

農
薬
の
使
用
に
際
し
て
は
十
分
な
配
慮

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
使
用
管
理

に
際
し
て
は
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

・
農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、
ラ
ベ
ル
や
袋

に
表
示
さ
れ
た
使
用
方
法
や
注
意
事
項
を

厳
守
し
、
ほ
か
の
作
物
へ
の
飛
散
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
散
布
量
は
最
低
限
と
し
、
で
き
る
だ
け
、

せ
ん
定
や
捕
殺
な
ど
、
農
薬
以
外
の
防
除

方
法
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。 

・
や
む
を
得
ず
農
薬
を
散
布
す
る
と
き
に

は
、
事
前
に
周
辺
住
民
や
施
設
利
用
者
な

ど
に
周
知
す
る
と
と
も
に
風
向
き
な
ど
に

十
分
注
意
し
、
事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。 

・
誤
飲
な
ど
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

小
分
け
は
絶
対
に
行
わ
ず
、
鍵
を
か
け
て

安
全
に
保
管
・
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、
飲
食
物
の

容
器
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
）
を
容
器
と

し
て
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

・
農
薬
を
廃
棄
す
る
と
き
は
、
専
門
業
者

に
処
理
を
委
託
す
る
な
ど
、
各
自
責
任
を

持
っ
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
農
薬
は
本
来
の
目
的
以
外
で
使
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
蜊
農
政
課

平
成
28
年
度
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報

保
護
制
度
の
利
用
状
況
の
お
知
ら
せ

第
７
回
農
業
委
員
会
総
会
の

お
知
ら
せ

農
薬
は
適
正
に
使
用
し

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　すべての国民が、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生につ
いて理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪のない地域
社会を築こうとする全国的な運動です。
　７月５日（水）に桶川駅周辺で鴻巣地区保護司会桶川支部と桶川地区
更生保護女性会による街頭キャンペーンを実施します。また、桶川市青
少年健全育成市民会議による非行防止キャンペーンを同時に実施します。

詳しくは 蜊人権・男女共同参画課

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～
７月は「社会を明るくする運動」強調月間です

情報公開制度の利用状況
（平成２８年 ４ 月 1 日～平成２９年 3 月３１日）

区　　分 件　数
公文書の公開請求

（任意的公開申出を含む。） １59

決定状況
公 開 ４４
部 分 公 開 ７2
非 公 開 ４２

取 下 げ １
※公開率：７３.4％（部分公開を含む）
　なお、非公開となった４２件は、対象となる
　文書が存在しなかったことによるものです。

個人情報保護制度の利用状況
（平成２８年 ４ 月 1 日～平成２９年 3 月３１日）

区　　分 件　数
個 人 情 報 開 示 請 求 14

決定状況
開 示 ５
部　分　開　示 6
不 開 示 ３

取 下 げ ０
※開示率：78.6％（部分公開を含む）
　なお、不開示となった ３件は、対象となる
　文書が存在しなかったことによるものです。

  

被
保
険
者
に
つ
い
て

　

対
象
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
で
す
。

①
満
75
歳
に
達
し
て
い
る
人
（
生
活
保
護

受
給
者
な
ど
を
除
く
）

②
満
65
歳
か
ら
満
75
歳
未
満
で
、
埼
玉
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
一
定
の

障
害
が
あ
る
と
の
認
定
を
受
け
た
人

  

保
険
証
に
つ
い
て

　

保
険
証
の
有
効
期
間
は
、
原
則
と
し
て

毎
年
8
月
1
日
か
ら
翌
年
の
7
月
31
日
ま

で
の
1
年
間
で
す
。
新
し
い
保
険
証
は
７

月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
７
月
下

旬
ま
で
に
、
保
険
証
が
届
か
な
い
人
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

  

保
険
料
に
つ
い
て

　

加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
納
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
保
険
料
は
、
４
月
１
日
か

ら
翌
年
の
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
分
の
保

険
料
を
、
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
ま

た
は
普
通
徴
収
の
２
種
類
の
納
付
方
法
に

よ
り
納
付
し
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
人
に
は
「
保
険
料
額
決
定

通
知
書
」
、
普
通
徴
収
の
人
に
は
「
納
入

通
知
書
」
を
７
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

【
納
付
方
法
】

①
特
別
徴
収
〔
全
６
回
〕（
年
金
天
引
き
）

　

４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
３
期
分
は
、
前

年
度
２
月
に
徴
収
し
た
額
と
同
額
の
保
険

料
を
徴
収
し
ま
す
（
仮
徴
収
）
。
10
月
か

ら
２
月
ま
で
の
３
期
分
は
、
今
年
度
の
保

険
料
が
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
確
定

し
ま
す
の
で
、
確
定
額
か
ら
仮
徴
収
額
を

差
し
引
い
た
額
を
３
期
に
分
け
て
徴
収
し

ま
す
。

　

対
象
▼

○
年
金
額
が
年
18
万
円
以
上
の
人
（
介
護

保
険
料
と
の
合
計
額
が
年
金
の
２
分
の
１

を
超
え
る
場
合
は
除
く
）

※
次
の
場
合
は
、
特
別
徴
収
が
中
止
さ
れ

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

○
死
亡
な
ど
に
よ
り
被
保
険
者
が
資
格
を

喪
失
し
た
場
合

○
被
保
険
者
が
転
出
し
た
場
合

○
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保
険
料
額
が
変

更
に
な
っ
た
場
合

②
普
通
徴
収
〔
全
８
回
〕
（
年
金
天
引
き

以
外
）

　

７
月
上
旬
に
郵
送
す
る「
納
入
通
知
書
」

で
、
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
付
は
、
便
利

な
口
座
振
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
年
度
に
口
座
振
替
を
申
し
込
ん
だ
人

は
、
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
ま
す
。
ま
た
、

口
座
振
替
は
申
込
月
の
翌
月
末
分
か
ら
開

始
し
ま
す
の
で
、
申
込
月
の
納
期
の
保
険

料
は
、
納
付
書
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
▼

○
特
別
徴
収
で
な
い
人

○
年
度
途
中
で
年
齢
到
達
や
転
入
な
ど
に

よ
り
資
格
取
得
し
た
人

○
年
度
途
中
で
死
亡
や
転
出
な
ど
に
よ
り

資
格
喪
失
し
た
人

③
普
通
徴
収
→
特
別
徴
収
〔
全
６
回
〕

（
納
付
書
な
ど
で
の
納
付
か
ら
、
年
金
天

引
き
に
変
わ
る
場
合
）　

　

７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３
期
分
は
普
通

徴
収
で
、
10
月
か
ら
２
月
ま
で
の
３
期
分

は
特
別
徴
収
し
ま
す
。

　

対
象
▼

○
平
成
28
年
10
月
２
日

～
平
成
29
年
４
月
１
日

に
、
後
期
高
齢
者
医
療

に
加
入
し
た
人

○
平
成
28
年
度
特
別
徴

収
の
人
で
、
年
度
途
中

に
保
険
料
額
が
軽
減
な

ど
で
減
額
に
な
り
、
平

成
29
年
２
月
の
年
金
天

引
き
額
が
「
０
」
と
な

っ
た
人

※
口
座
振
替
を
利
用
し

て
い
る
人
も
、
10
月
以

降
は
特
別
徴
収
に
切
り

替
わ
り
ま
す
。
引
き
続

き
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の

保
険
料

　

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の

平
成
29
年
度
分
の
保
険
料
は
、
１
２
，
６

２
０
円
で
す
。

年
度
途
中
の
資
格
取
得
・
喪
失
に
係
る

保
険
料

　

年
齢
到
達
や
他
広
域
連
合
か
ら
の
転
入

な
ど
に
よ
り
資
格
を
取
得
し
た
場
合
は
、

そ
の
月
の
分
か
ら
保
険
料
が
徴
収
さ
れ
ま

す
。
死
亡
な
ど
に
よ
り
資
格
を
喪
失
し
た

場
合
は
、
そ
の
月
分
の
保
険
料
は
徴
収
さ

れ
ま
せ
ん
。

  ―保険料の算出方法―

　保険料　　　　均等割額　＋　所得割額
（所得割額＝（総所得金額など－基礎控除額33万円）×8.34％）

　埼玉県の場合、均等割額は⇒42,070円、所得割率⇒8.34％です。
　平成28年中の所得を基に被保険者個別単位で、均等割額と所得割率に
より算定し、賦課します。
　保険料の限度額は年57万円です。
※保険料額決定通知書または保険料納付書が、７月下旬になっても届か
ない場合は、連絡してください。

【納期時期一覧】
納付方法
4 月
5 月
6 月
7 月
8 月
9 月
10月
11月
12月
1 月
2 月
3 月

①特別徴収
仮徴収第 1期

仮徴収第 2期

仮徴収第 3期

本算定第 4期

本算定第 5期

本算定第 6期

②普通徴収

第 1期
第 2期
第 3期
第 4期
第 5期
第 6期
第 7期
第 8期

③普通徴収→特別徴収

第 1期
第 2期
第 3期

本算定第 4期

本算定第 5期

本算定第 6期

＝

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て詳

し
く
は
蜊
保
険
年
金
課
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●
高
齢
受
給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

８
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
は
、
７
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
（
１

割
・
２
割
・
３
割
）
は
前
年
中
の
所
得
お

よ
び
収
入
で
判
定
し
て
い
ま
す
。

●
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
に
つ
い
て

　

８
月
１
日
か
ら
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
切
り
替
わ
り
ま

す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
認
定
証

を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
院
時
の
食

事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
、
認
定
証
が
必
要
な
人

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国
民
健

康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
交
付
で
き

ま
せ
ん
。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
①
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
②
高
齢
受
給
者
証
③
印

鑑●
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」な
ど
に
つ
い
て

　

８
月
１
日
か
ら
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
・
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。
認
定

証
の
提
示
に
よ
り
、
医
療
機
関
な
ど
へ
の

支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
窓
口

負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
人
は
、
認
定
証
を
提
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
、
認
定
証
が
必
要
な
人

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国
民
健

康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
交
付
で
き

ま
せ
ん
。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
①
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
②
印
鑑

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
加
入
し
て
い

る
皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
安
心

し
て
医
療
機
関
に
か
か
れ
る
よ
う
、
お
互

い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。
運
営
は
、
特

別
会
計
と
し
て
、
国
な
ど
の
補
助
金
と
国

保
加
入
世
帯
の
人
数
・
所
得
・
資
産
に
応

じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ

く
国
民
健
康
保
険
税
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
ご
と
に
計

算
し
、
そ
の
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。
７
月
上
旬
に
、
平
成
29
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を
世
帯
主

宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。
納
付
に
つ
い
て
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
送
付
後
、
宛
て
所
不
明
な

ど
に
よ
り
、
配
達
で
き
ず
返
送
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
７
月
12
日
㈬
を
過
ぎ
て

も
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
が
届
か

な
い
場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

  

医
療
費
節
約
の
コ
ツ  

○
毎
年
、
特
定
健
診
を
受
け
て
健
康
管
理

を
し
、
病
気
の
予
防
や
早
期
発
見
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

○
休
日
や
夜
間
な
ど
の
時
間
外
受
診
は
割

増
料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
体
調
が
悪

い
場
合
は
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
同
じ
病
気
な
ど
で
過
度
に
複
数
の
医
療

機
関
を
受
診
す
る
と
、
初
診
料
や
同
じ
よ

う
な
検
査
や
処
置
の
費
用
負
担
が
大
き
く

な
る
の
で
、
重
複
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

○
複
数
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合
は
、

投
薬
さ
れ
て
い
る
薬
の
内
容
を
医
師
に
伝

え
ま
し
ょ
う
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
有
効
に
利
用

し
、
医
療
費
の
節
減
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認
知

症
と
い
う
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
と
そ
の
家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
え
る
応
援
者
の
こ
と
で
す
。

　

講
座
修
了
後
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
証
『
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
』
を
お
渡
し
し

ま
す
。

　

と
き
▼
７
月
14
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時

30
分
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

　

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー 

　

定
員
▼
20
人

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
７
月
12
日
㈬
ま
で

に
、
電
話
で
、
主
催
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
728
―

２
２
６
５
）
へ
。

  

介
護
保
険
制
度
と
は
…

　

介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以
上
の
人

（
被
保
険
者
）
が
加
入
し
、
保
険
料
を
出

し
合
い
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

介
護
保
険
制
度
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
保

険
料
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

平
成
29
年
度
介
護
保
険
料
額
決
定

  

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
（
７
月
上
旬
）

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
の
人
）
→

介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
（
特
別
徴
収

開
始
通
知
書
）

普
通
徴
収
（
年
金
天
引
き
以
外
の
人
）
→

介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
（
納
入
通
知

書
）

　

詳
し
く
は
蜊
高
齢
介
護
課

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ詳

し
く
は
蜊
保
険
年
金
課

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

～
介
護
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
～

認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用できます。専門職に相談したり、
入所している皆さんと体操や音楽レクリエーションをとおして触れ合いませんか。
認知症への理解を深めていただくことにより、誰もが住みよい桶川市を目指しています。

今月のおれんじカフェ

開催場所 開催日 開催時間（出入り自由） 参加費
グループホームみんなの家
坂田東１－36－３  ☎729－1616 ７月12日㈬ 13：30～15：00 無料
愛の家グループホーム桶川
朝日２－10－15  ☎778－6603 ７月19日㈬ 13：30～15：00 無料
桶川ケアセンターそよ風
上日出谷1245－２  ☎789－3130 ７月21日㈮ 13：30～15：00 無料

無料

ねむのき
川田谷5830－１  ☎787－0311

７月２日㈰
８月６日㈰ ９：30～12：00 100円

花ノ木の郷
加納1824－１  ☎729－2222 ７月16日㈰ 10：00～11：30

詳しくは
高齢介護課

※事前の連絡は不要
　です。直接お越し
　ください。

　脳は使えば使うほど強くなり、元気になること
から「認知症対策には予防が１番！」と言われて
います。
　脳を元気にする体操や脳トレを楽しく♪体験し
てみませんか？

８月30日㈬
９月６日㈬・13日㈬・20日㈬・27日㈬

14時～ 15時 30分
※受付：13時 30分～ 14時

地域福祉活動センター

飲み物・タオル・筆記用具

内　容▶認知症予防のための体操・脳トレ・おく
ちの話など

対　象▶65歳以上の市民
定　員▶40人【先着順】
申込み▶７月６日㈭午前９時から、電話または直

接、高齢介護課へ。
　　　　※運動ができる服装でお越しください。
　　　　※できるだけ全日程に参加してください。

「脳げんき教室」の

　　　　　お知らせ

詳しくは 蜊高齢介護課

と　き

時　間

ところ

持ち物

毎回

Q：国民健康保険税はいつ支払うのですか？
A：今年4月から来年3月までの1年分の国民健康保険税を、今年7月から来年2月までの8回に分けて納付していた
だきます（月額とは異なります）。納期限はそれぞれの月末（土・日・祝日の場合は翌開庁日）です。
　　また、加入者全員が65歳以上の世帯については、原則として年金からの天引きとなります。その場合は、年金
支給月（4月・6月・8月・10月・12月・2月）の6回に分けて、納付していただきます。年度の途中で加入・脱
退している場合は、納付回数が少なくなることがあります。

Q：国民健康保険税はどのように計算しているのですか？
A：平成29年度国民健康保険税は、6月30日までに保険年金課で確認できた加入者人数・加入者の前年中の所得、
固定資産税額をもとに計算されます。7月1日以降に加入・脱退の届け出があった場合や、前年中の所得、固定資
産税額について変更などが確認できたときは、その都度保険税を再計算し、新しい納税通知書を送付します。ま
た、年度の途中で加入・脱退された場合、税額は月割計算されます。
　　年度途中で40歳になる人には、40歳到達月分から「介護保険料分」が上乗せされますので、到達月の翌月に新
しい納税通知書を送付します。また、年度途中で65歳になる人は、65歳到達月の前月分までを月割計算した税額
で納税通知書を送付します。

Q：私は国民健康保険に加入していないのに、私宛てに納税通知書が届きました。なぜですか？
A：国民健康保険税は世帯ごとに計算し、その世帯主が納税義務者になります。そのため、世帯主本人は職場の健康
保険に加入している場合でも、世帯内に国民健康保険に加入している人がいれば、世帯主宛てに納税通知書が郵送
されます（国民健康保険税は加入者分のみ計算されます）。

Q　国民健康保険税は現在、年金から特別徴収（天引き）されていますが、今回の通知書の税額はど
のように計算しているのですか？
A：今回の通知書の税額は、平成29年度国民健康保険税の年税額と、平成29年4月から8月までに仮徴収する税額
との差額です。国民健康保険税が年金から特別徴収されている人は、10月・12月・2月の年金受取時に、天引き
される国民健康保険税の税額が記載されています。

＜国民健康保険税についてのＱ＆Ａ＞

日
頃
か
ら

健
康
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を

７
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す

70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
加
入
の
人

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人



報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

1617 2017.7 2017. 7

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
や
生
き

が
い
対
策
の
一
環
と
し
て
農
園
整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
土
に
親
し
み
、

野
菜
づ
く
り
な
ど
を
始
め
た
い
利
用
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

対
象
▼
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、
他

の
「
い
き
い
き
健
康
農
園
」
を
利
用
し
て

い
な
い
人

　

農
園
の
場
所
・
区
画
数
▼
下
日
出
谷
西

一
丁
目
16
―
５
・
２
区
画
程
度
（
１
区
画

20
㎡
程
度
）

　

費
用
▼
無
料

　

利
用
期
間
▼
７
月
下
旬
（
予
定
）
～
平

成
30
年
３
月
31
日
※
更
新
可

　

申
込
み
▼
７
月
10
日
㈪
・
11
日
㈫
に
高

齢
介
護
課
に
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
記

入
し
、
直
接
、
窓
口
へ
。
【
多
数
抽
選
】

※
待
機
者
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

　

抽
選
会
▼
７
月
13
日
㈭
午
後
１
時
30
分

か
ら
仮
設
庁
舎
会
議
室
101
で
行
い
ま
す
の

で
、
申
請
用
紙
を
提
出
し
た
人
（
代
理
も

可
）
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
蜊
高
齢
介
護
課

　

７
月
18
日
㈫
か
ら
８
月
10
日
㈭
ま
で
全

国
の
宝
く
じ
売
り
場
で
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
」
と
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

１
億
円
」
、
今
年
か
ら
新
た
に
「
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
プ
チ
100
万
円
」
が
同
時
販
売
さ

れ
ま
す
。
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
賞

金
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円
、

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
の
賞
金
は
、
１
等

１
億
円
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
プ
チ
の
賞
金

は
、
１
等
100
万
円
で
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。

　

問
合
せ
蜊
（
公
財
）
埼
玉
県
市
町
村
振

興
協
会
☎
822
―
５
０
０
４

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

に
備
え
、
「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
J
ア
ラ
ー
ト
※
）
」
を
利
用
し
、
全
国

一
斉
に
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
お
よ
び
防
災

情
報
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
訓
練
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
訓
練
の
た
め
の
放
送
で
す
の

で
、
実
際
の
災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

実
施
日
▼
７
月
５
日
㈬
午
前
10
時
15
分

頃
（
天
候
・
地
震
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

訓
練
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

　

放
送
内
容
▼

（
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

「
こ
ち
ら
は
、
防
災
桶
川
で
す
。

只
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

【
（
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
）

緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。
大
地
震

で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
】
×
３
回

こ
ち
ら
は
、
防
災
桶
川
で
す
。

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。

（
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）
」

※
「
J
ア
ラ
ー
ト
」
と
は
、
地
震
・
津
波

や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国
か

ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
、
防
災
行
政

無
線
や
防
災
情
報
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
瞬

時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
安
心
安
全
課

市
い
き
い
き
健
康
農
園

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

の
お
知
ら
せ

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

シリーズ 明日のあんしん ～高齢者の暮らしを支える～㉓

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
【桶川市地域資源マップについて】 詳しくは 高齢介護課

　団塊の世代が後期高齢者となる2025年には、医療と介護の両方を必要とする高齢者が増えることが予想さ
れています。そのため、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるように、
在宅医療と介護を一体的に提供する医療・介護のネットワークを構築し、住みよい街を作っていくことが必
要とされています。
　国は、平成27年度の介護保険制度改正の際に、市区町村が主体となって行う地域支援事業の中に「在宅医
療・介護連携推進事業」を加えました。
　「在宅医療・介護連携推進事業」には、 8つの事業項目があり、この中の 1つに「地域の医療・介護資源
の把握」というものがあります。その柱として、地域の医療・介護資源のリスト化やその活用が掲げられて
います。
　そこで、市では、医療機関や介護施設のほか、高齢者の生活に必要な施設や取組みなどを「高齢者を支え
る資源」ととらえ、『桶川市地域資源マップ』を作成しました。
　『桶川市地域資源マップ』は、市内の医療機関や介護施設の情報を集約し
た「在宅療養マップ」、 4か所の地域包括支援センター圏域ごとに、地域で
の活動場所や高齢者の生活便利資源などの情報を集約した「お助けマップ」
で構成されています。このマップは、高齢介護課や地域包括支援センターに
置いてありますので、活用してください。
　このマップを基に、地域に不足している資源を整理し、高齢者が安心して
暮らせる地域づくり・資源開発につなげていきたいと思います。

　健康長寿いきいきポイント事業は、65歳以上であればどなたでも
参加できます。事業のコースのひとつである「OKEGAWA散策コース」
は、季節を感じる市内のお薦めの場所を教えていただくことでポイントを獲
得できます。今回は、皆さんに紹介していただいた中から掲載します。
・中山道衹園祭…熱気に圧倒された。
・下日出谷東和銀行近く…紅花畑があり、成長を楽しんでいる。
・駅西口三井住友銀行脇…こじんまりとしたラベンダー畑。満開で香りもよ
く、癒される。

・小島農園…梨の木が地面を覆い隠すようによく育ち、暑い
太陽をシャットアウトしてくれる。

・江川…シラサギが数羽来ていた。
もっと身近なところで…
・私の畑…スイカが沢山獲れた！
　詳しくは 蜊高齢介護課または社会福祉協議会☎728－2221

ＯＫＥＧＡＷＡ散策コースより～健康長寿いきいきポイント事業 夏編

対　象▶65 歳以上の人　費　用▶無料
持ち物▶タオル、飲み物、動きやすい服装・靴
申込み▶不要
※すべての日程に参加できない人も参加できます。介護予防教室のご案内

地域包括支援センター主催地域包括支援センター主催

健康に関する話、体操、オケちゃん健康体
操、脳トレ、歌など

ところ と　き 内　容

農業センター

問合せ 蜊地域包括支援センター「ねむのき」（川田谷5830-1）☎783-5311　

7 月11日㈫
9月12日㈫

午後 1時30分～ 3時
（受付：午後 1時15分から）

転倒予防体操、ボール体操、
ストレッチ体操、頭の体操、
オケちゃん健康体操、歌など
※会場は、当日１階ロビーに
あるホワイトボードで確認し
てください。

ところ と　き 内容・注意事項

地域福祉
活動セン
ター

問合せ 蜊地域包括支援センター「社会福祉協議会」（末広2-8-8）☎728-2265

9 月 8 日㈮・22日㈮

午前10時～11時30分
(受付:午前 9時30分から)
午後 1時～ 2時30分
(受付:午後 0時30分から)
※ 2部制です。どちらかをお選びください。
※初回参加者のみ事前に申し込みください。

ところ と　き 内容・注意事項

健康に関する話や体
操、ゲームなど

市民ホール

サン・アリーナ
※上履き持参

問合せ 蜊地域包括支援センター「ルーエハイム」（若宮1-5-2　4F）☎789-2121

7 月 5 日㈬
9月13日㈬

7月14日㈮
9月 8日㈮

午後1時30分～3時（受付：午後1時15分から）
午後3時15分～4時45分（受付：午後3時から）
※2部制です。どちらかをお選びください。

午後1時30分～3時（受付：午後1時15分から）

ところ と　き 内容・注意事項

オケちゃん健康体操、玄米にぎにぎ体操、バル
ーン体操、脳トレなど
※「ハートランド」か「中山道ふれあい館」の
どちらかひとつをお選びください。タオル（手
拭いでも可）を使用した体操を行うので、必ず
持参してください。玄米にぎにぎ棒をお持ちの
人は持参してください。

ハートランド
※上履き持参

中山道ふれあい館

問合せ 蜊地域包括支援センター「ハートランド」（坂田1725）☎777-7055

7 月 7 日㈮
9月22日㈮

7月11日㈫
9月26日㈫

午後 1時30分～ 3時
(受付:午後 1時15分から)

詳しくは 蜊高齢介護課
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飲
酒
運
転
は
悲
惨
な
重
大
事
故
を
引
き

起
こ
す
、
危
険
性
の
高
い
悪
質
な
犯
罪
で

す
。
運
転
者
は
、
飲
酒
運
転
の
危
険
性
を

再
認
識
し
、
悪
質
で
危
険
な
犯
罪
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。

　

酒
類
を
提
供
す
る
飲
食
店
で
は
、
飲
酒

運
転
を
「
さ
せ
な
い
、
ゆ
る
さ
な
い
」
を

合
言
葉
に
、
運
転
者
に
酒
類
を
提
供
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
家
庭
で
は
、
飲
酒
運
転

の
危
険
性
や
悪
質
性
、
交
通
事
故
の
悲
惨

さ
を
話
し
合
い
、
飲
酒
運
転
を
「
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
ゆ
る
さ
な
い
」
環
境
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

　

飲
酒
運
転
関
係
罰
則
な
ど
▼

○
酒
酔
い
運
転
：
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
100
万
円
以
下
の
罰
金
、
運
転
免
許
取
り

消
し
３
年

○
酒
気
帯
び
運
転
：
３
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
、
運
転
免
許
取

り
消
し
２
年
ま
た
は
運
転
免
許
停
止
90
日

※
過
去
に
受
け
た
行
政
処
分
の
経
歴
な
ど

に
よ
り
、
異
な
る
処
分
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

問
合
せ
蜊
上
尾
警
察
署
☎
773
―
０
１
１

０

飲
酒
運
転
の
根
絶

～
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で
す
～

改修工事に伴う休館のお知らせ
　べに花ふるさと館は、平成12年の開館から17年
以上が経過しており、施設および設備の修繕が必要
な状況となっています。また、厨房の拡大や来館者
の居心地の改善を図るため、改修を行いますので次
のとおり休館します。
　再オープンは来年４月中旬の予定です。

●休館期間・工事の概要（予定）

� 詳しくは蜉自治文化課

対 象 施 設 休館期間 工事の概要

母 屋
（ 食 事 処 含 む ）

11月6日㈪
～平成30年

4月中旬

・厨房の改修および増築
・トイレ改修（洋式化およ

びオストメイト設置）

管 理・ 工 房 棟
12月29日㈮
～平成30年

4月中旬

・トイレ改修（洋式化およ
びオストメイト設置）

前庭（駐車場含む）、中庭 ・舗装改修など

離 れ、 長 屋 門 ※改修工事の対象外

※再オープン後の利用予約方法などについては、改
めて広報などでお知らせします。

チャドクガに注意してください！
▍チャドクガの生態
　チャドクガは、お茶の木、ツバキ、サザンカなどの葉に卵を産み、卵が孵

ふ

化
か

し
幼虫（毛虫）になると、集団で生活します。幼虫がサナギになると、その表面や
マユに毒針をつけ外敵から身を守り、羽化すると体長が20 ～ 25ミリほどの成虫

（蛾
が

）になります。チャドクガは、幼虫ばかりではなく脱
だ っ

皮
ぴ

殻
が ら

やサナギ、成虫、卵、
全ての段階で毒針をまとっているため注意が必要です。
　発生時期は４月から10月にかけてです。

▍チャドクガの駆除方法
　チャドクガを駆除するには、卵の段階で除去するか、幼虫がまだ小さくかたまっ
ているうちに葉ごと切り取って除去するのが効果的な方法です。幼虫が大きくな
り樹木全体に広がってしまった場合は、家庭用殺虫剤や園芸用殺虫剤を散布する
と効果があります。
　チャドクガを駆除する際には、直接触れないように注意してください。

▍チャドクガに刺された時の症状
　刺された後、少し時間がたってから症状が出始め、小型の紅い丘

きゅう

疹
し ん

が集まって
出てきます。軽い痛みと激烈なかゆみを伴い、擦ったり、かいたりすると症状が
悪化します。治るまでに10日から2週間ぐらいはかかります。
　庭のツバキやサザンカの葉によく寄生しますので、特にこれらの木の手入れを
した後や近くに寄った時には注意が必要です。

▍刺された時の対処法
　皮膚についたチャドクガの毛をセロテープなどで取り、その後よく洗い流します。
症状には個人差があるので受診時期については一概に言えませんが、症状が治まらない時は皮膚科を受診してくだ
さい。休診などの場合は内科、小児科などを受診してください。
　市販の薬では効果はほとんどありません。

� 詳しくは蜉環境課
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職
種
・
採
用
予
定
人
員
▼

消
防
職
・
13
人

　
応
募
資
格
▼

日
本
国
籍
を
有
し
、
次
の
区
分
に
該
当
す

る
人

○
初
級
（
高
校
卒
程
度
）

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
12
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
人

○
中
級
（
短
大
卒
程
度
）

平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
人

○
上
級
（
大
学
卒
程
度
）

平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
人

　
試
験
日
（
一
次
試
験
）
▼

上
級
→
９
月
２
日
㈯

上
級
・
中
級
・
初
級
→
９
月
17
日
㈰

　
応
募
期
間
・
申
込
方
法
▼

　
８
月
１
日
㈫
～
４
日
㈮
に
、
直
接
、
埼

玉
県
央
広
域
消
防
本
部
消
防
総
務
課
（
鴻

巣
市
箕
田
１
６
３
８
―
１
）
へ
。

※
「
採
用
試
験
受
験
案
内
と
申
込
書
」
は
、

７
月
３
日
㈪
か
ら
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本

部
消
防
総
務
課
、桶
川
消
防
署
、鴻
巣
消
防

署
、北
本
消
防
署
で
配
布
し
ま
す
。ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
蜊
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
消
防

総
務
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
２

埼
玉
県
央
広
域
事
務
組
合
か
ら

の
お
知
ら
せ

―
消
防
職
員
の
募
集
―

届
か
な
い
と
こ
ろ
で
ふ
ん
・
尿
・
鳴
き

声
な
ど
で
近
隣
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る

可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
交
通
事
故
や

け
が
な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

・
や
む
を
得
な
い
理
由
で
飼
え
な
く
な
っ

た
り
、
子
猫
が
生
ま
れ
て
も
飼
え
な
い

と
き
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
見
つ
け
た

り
、
避
妊
・
去
勢
手
術
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

○
野
良
猫

・
野
良
猫
に
は
エ
サ
を
与
え
な
い
で
く
だ

さ
い
。
エ
サ
を
与
え
る
と
野
良
猫
が
周

辺
に
住
み
着
き
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

　猫
に
関
す
る
相
談
▼
県
動
物
指
導
セ
ン

タ
ー
☎
855
―
０
４
８
４

【
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
対
策
に
つ
い
て
】

　災
害
は
何
時
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
飼
い
主
の
指
示
を
聞
く
、
無
駄
吠
え

し
な
い
、
人
な
れ
・
犬
な
れ
で
き
る
よ

う
、
普
段
か
ら
の
し

つ
け
や
マ
ナ
ー
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ペ
ッ
ト
用
の

常
備
品
〈
薬
・
フ
ー

ド
、
水
（
７
日
分
以

上
が
望
ま
し
い
）
・

首
輪
・
リ
ー
ド
・
ペ

ッ
ト
シ
ー
ト
な
ど
〉

の
用
意
を
し
ま
し
ょ

う
。

　私
た
ち
に
最
も
身
近
な
ペ
ッ
ト
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
犬
や
猫
。
最
近
、
誤
っ

た
飼
い
方
に
よ
り
、
ご
近
所
間
の
ト
ラ
ブ

ル
が
大
変
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
飼
い
方
は
ペ
ッ
ト
を
不
幸
な
立
場

に
陥
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　改
め
て
正
し
い
飼
い
方
を
し
て
い
る
か
、

注
意
し
て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
飼
い
主
が
守
る
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
】

　犬
や
猫
を
飼
う
際
は
、
健
康
で
寿
命
い

っ
ぱ
い
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
、
愛
情
と
責

任
を
持
っ
て
最
後
ま
で
面
倒
を
看
る
覚
悟

が
必
要
で
す
。
途
中
で
手
放
し
て
し
ま
う

こ
と
の
な
い
よ
う
、
飼
う
前
に
よ
く
考
え

て
く
だ
さ
い
。

  

犬
の
飼
い
方

・
鳴
き
声
や
に
お
い
な
ど
、
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
外
飼
い
を
す
る
場
合
は
、
必

ず
つ
な
い
で
飼
い
、
散
歩
は
リ
ー
ド

（
引
き
綱
）
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
散
歩
の
と
き
は
、
周
囲
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
、
ふ
ん
や
尿
を
さ
せ
る
場
所

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
な
ど
を
用
意
し
、
ふ
ん
は
飼
い

主
が
責
任
を
持
っ
て
始
末
し
ま
し
ょ

う
。

○
犬
の
登
録
制
度

　犬
を
飼
い
始
め
た
ら
『
狂
犬
病
予
防

法
』
に
基
づ
く
、
登
録
と
年
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

　ま
た
、
死
亡
、
所
在
地
や
飼
い
主
が

変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
届
け
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

○
迷
子
の
犬

　狂
犬
病
予
防
法
は
、
野
良
犬
や
迷
子

犬
に
つ
い
て
、
「
鑑
札
（
犬
の
注
射
済

票
・
鑑
札
）
を
付
け
て
い
な
い
犬
を
抑

留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
鑑
札
が
な
く
、
飼
養
管
理
期

間
を
過
ぎ
て
も
飼
い
主
が
引
き
取
り
に

来
な
い
場
合
は
、
一
部
を
除
き
殺
処
分

と
な
り
ま
す
。

　も
し
『
鑑
札
』
が
付
い
て
い
れ
ば
、

そ
の
番
号
か
ら
飼
い
主
を
た
ど
り
、
犬

は
家
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
鑑
札

は
、
公
的
な
迷
子
札
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
鑑
札
を
必
ず
付
け
ま
し
ょ

う
。

　犬
に
関
す
る
相
談
▼
鴻
巣
保
健
所
☎
048

―
541
―
０
２
４
９

  

猫
の
飼
い
方

・
猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
外
飼
い

や
内
外
自
由
飼
い
は
、
飼
い
主
の
目
の

犬
や
猫
の

　
 

正
し
い
飼
い
方

詳
し
く
は
蜊
環
境
課

か
ん
さ
つ
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生
や
十
分
に
加
熱
さ
れ
て
い
な
い
肉
に

よ
る
食
中
毒
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

原
因
と
な
る
菌
は
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク

タ
ー
や
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏオ

ー

157
な
ど
で
、

重
症
化
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

予
防
に
は
、
作
る
人
、
食
べ
る
人
、
み

ん
な
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

食
中
毒
予
防
の
３
原
則
は
、
食
中
毒
菌
を

つ
け
な
い

　

食
材
や
手
は
も
ち
ろ
ん
、
肉
や
魚
を

扱
っ
た
後
の
ま
な
板
や
包
丁
も
こ
ま
め
に

洗
い
ま
し
ょ
う
。

増
や
さ
な
い

　

調
理
し
た
ら
す
ぐ
に
食
べ
、
保
存
す
る

場
合
は
冷
ま
し
て
か
ら
冷
蔵
庫
へ
入
れ
ま

し
ょ
う
。

や
っ
つ
け
る

　

食
品
は
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
ま

し
ょ
う
。
調
理
器
具
は
熱
湯
や
塩
素
な
ど

で
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
生
や
加
熱
不
十
分
の
肉
を
食
べ
る
こ
と

は
危
険
で
す
。
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
蜊
鴻
巣
保
健
所
☎
048
―
541
―

０
２
４
９

　

桶
川
都
市
計
画
の
変
更
に
あ
た
り
、
都

市
計
画
法
第
17
条
に
基
づ
く
都
市
計
画
の

案
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
】

　

内
容
▼
坂
田
東
地
区
地
区
計
画
お
よ
び

坂
田
西
地
区
地
区
計
画
の
変
更
案

　

期
間
▼
７
月
５
日
㈬
～
19
日
㈬
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

　

場
所
▼
都
市
計
画
課
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

【
案
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出
】

　

提
出
期
限
▼
７
月
19
日
㈬
午
後
５
時
15

分
ま
で

　

対
象
▼
市
内
住
民
お
よ
び
利
害
関
係
人

　

提
出
方
法
▼
指
定
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
（
〒
363
―
8501
住
所
記
入

不
要
）《
提
出
期
限
必
着
》
ま
た
は
直
接
、

都
市
計
画
課
へ
。

　

詳
し
く
は
蜊
都
市
計
画
課

　

こ
の
運
動
は
、
広
く
市
民
に
交
通
安
全

思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
夏
休
み
中

の
児
童
・
生
徒
の
交
通
事
故
と
、
夏
の
解

放
感
な
ど
か
ら
起
こ
る
交
通
事
故
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
期
間
中
に
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
、
そ
の
中
で
啓
発
品
な
ど
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
配
布
し
、
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
す
。

　

県
下
統
一
目
標
▼

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
特
に
、

自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

○
飲
酒
運
転
の
根
絶
お
よ
び
路
上
寝
込
み

な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

　

桶
川
市
目
標
▼

○
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

○
交
差
点
で
の
交
通
事
故
防
止

　

詳
し
く
は
蜊
安
心
安
全
課

　

夏
季
を
迎
え
る
こ
の
時
季
、
花
火
遊
び

を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
花
火
遊

び
を
す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

・
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
は
、

花
火
遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
風
の
強
い
日
は
、
花
火
遊
び
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

・
花
火
遊
び
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
水
を

用
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
火
気
の
使
用
は
、
大

人
が
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
蜊
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
４

食
中
毒
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

桶
川
都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

の
お
知
ら
せ

桶川泉店
ドラックストア

24 時間営業中

年中無休
〒363-0021 桶川市泉1-8-6

TEL048-789-2115

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････････････････････････････････････

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
７
／
15
～
24

『
人
も
車
も
自
転
車
も

　
　
　
安
心
・
安
全　
埼
玉
県
』

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

川田谷生涯学習センターで住民票などの取次ぎを行っています！
　川田谷生涯学習センター内の川田谷公民館で、住民票
の写しなどの交付の取次ぎを行っています。取扱時間な
どは次の表のとおりです。
　市民の皆さんの身近な施設として利用してください。
なお同様の証明書は、仮設庁舎および駅西口連絡所（お
けがわマイン4階）、東部連絡所（末広3−19−8）でも、
取扱いしています。
●取扱時間
　火曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時15分

※土・日・月・祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）・公民
館休館日は取り扱いません。

� 詳しくは蜉市民課

●

●

城山公園

川田谷小

川田谷生涯川田谷生涯
学習センター学習センター

市役所
仮設庁舎→

べにばな
陸橋→

農業センター

県道川越栗橋線←川越

川田谷4405－4
☎786－4030
川田谷4405－4
☎786－4030

↑
桶川北本I.C.

上
尾
道
路

証 明 書 の 種 類 申請できる人 手数料 必要なもの

住 民 票 本人または同じ世帯の人 １５０円
・窓口に来る人の本人確認書類
・印鑑（認印）戸 籍 謄・ 抄 本 本人、配偶者または直系親族（父母、

祖父母、子、孫など）
４５０円

戸 籍 の 附 票 １５０円

印鑑登録証明書 印鑑登録証をお持ちの人（代理人可） １５０円 ・印鑑登録証
※戸籍謄・抄本と附票は、桶川に本籍がある場合のみ申請できます。
※除票、除籍謄・抄本が必要な場合、委任状で申請する場合、第三者が申請する場合は、川田谷生涯学習セ

ンターでは取扱いできません。市役所市民課または駅西口連絡所、東部連絡所を利用してください。

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
地
中
海
沿
岸
産
の

野
生
キ
ャ
ベ
ツ
を
イ
タ
リ
ア
で
改
良
し
た

も
の
で
す
。

　

頭
頂
部
の
つ
ぼ
み
と
茎
を
食
べ
ま
す
。

　

日
本
へ
は
、
明
治
時
代
に
導
入
さ
れ
ま

し
た
が
、
本
格
的
に
栽
培
が
始
ま
っ
た
の

は
1
9
8
0
年
代
で
、
急
速
に
需
要
が
伸

び
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
カ
ロ
テ

ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・
ビ

タ
ミ
ン
Ｅ
な
ど
、
野
菜
に
含
ま
れ
る
ほ
ぼ

す
べ
て
の
ビ
タ
ミ
ン
を
含
み
、
栄
養
価
が

大
変
高
い
野
菜
で
す
。
な
か
で
も
カ
ロ
テ

ン
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
、
そ
の
含
有

量
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
4
倍
で
す
。
特
に
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
は
レ
モ
ン
の
12
倍
と
と
て
も
多

く
、
100
ｇ
で
一
日
の
推
奨
量
を
と
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
貧
血
予
防
に
有
効
な
鉄
や
葉

酸
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
出
し
高
血
圧
を
防

ぐ
カ
リ
ウ
ム
、
動
脈
硬
化
予
防
や
便
秘
予

防
に
有
効
な
食
物
繊
維
、
糖
尿
病
の
予
防

効
果
が
あ
る
ク
ロ
ム
も
含
み
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
あ
く
が
少
な
い
の

で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
損
失
を
少
な
く
す
る

た
め
に
、
ゆ
で
る
よ
り
も
、
い
た
め
た
り
、

電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
茎
も
お
い
し
い
の
で
、
日
々
の
食
事

に
と
り
い
れ
て
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
鶏
肉
の

　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
風
い
た
め
煮

【
材
料
（
2
人
分
）】

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー　

…
…
…
…�

1
／
2
個

鶏
も
も
肉　

…
…
…
…
…
…�

1
／
2
枚

し
め
じ　

…
…
…
…
…�

1
／
2
パ
ッ
ク

し
ょ
う
が　

…
…
…
…
…
…
…�

1
か
け

Ａ　

塩
、
こ
し
ょ
う　

…
…
…�

各
少
々

　
　

片
栗
粉　

…
…
…�

大
さ
じ
1
／
2

　
　

水　

…
…
…
…
…�

2
／
3
カ
ッ
プ

　
　

顆か

粒り
ゅ
う

ス
ー
プ
、
し
ょ
う
ゆ

Ｂ　
　
　
　
　
　

…
…
…　

各
小
さ
じ
1

　
　

こ
し
ょ
う　

…
…
…
…
…
…�

少
々

　
　

片
栗
粉　

…
…
…�

大
さ
じ
1
／
2

　
　

ご
ま
油　

…
…
…�

大
さ
じ
1
／
2

【
作
り
方
】

①
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
小
房
に
分
け
、
耐

熱
皿
に
入
れ
て
ラ
ッ
プ
を
し
、
電
子

レ
ン
ジ
で
１
～
２
分
加
熱
す
る
。
し

め
じ
は
石
づ
き
を
除
い
て
小
房
に
分

け
る
。
し
ょ
う
が
は
千
切
り
に
す
る
。

鶏
肉
は
一
口
大
の
そ
ぎ
切
り
に
し
て
、

Ａ
を
ま
ぶ
す
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ご
ま
油
を
熱
し
、
し
ょ

う
が
と
鶏
肉
を
入
れ
て
い
た
め
、
肉

の
色
が
変
わ
っ
た
ら
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

と
し
め
じ
を
加
え
る
。
全
体
に
油
が

回
っ
た
ら
、
混
ぜ
合
わ
せ
た
Ｂ
を
加

え
、
と
ろ
み
が
つ
く
ま
で
煮
る
。

【
桶
川
市
く
ら
し
の
会
】

★
桶
川
市
く
ら
し
の
会
で
は
、
随
時
会
員

募
集
中
で
す
。
詳
し
く
は
蜊
自
治
文
化
課

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　

芽
も
茎
も
ま
る
ご
と
食
べ
て

　

生
活
習
慣
病
に
勝
つ
！

（
参
考
文
献
『
か
ら
だ
に
お
い
し
い
野
菜
の
便
利
帳
』

出
版
社
・
高
橋
書
店
、
監
修
・
板
木
利
隆
、『
野
菜

で
探
す
「
健
康
食
べ
合
わ
せ
」
手
帖
―
気
に
な
る
症

状
に
は
、
こ
の
野
菜
×
こ
の
食
材
。
こ
の
法
則
が
効

く
! 

届
く
!
』
出
版
社
・
㈱
主
婦
の
友
社　

著
者
：

松
村
眞
由
子
）

⎩ ⎪ ⎪ ⎨ ⎪ ⎪ ⎧ ⎩ ⎨ ⎧

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp
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※上記相談外での個別相談は、相談料が発生する場合があります。

7月 ●桶川市役所・桶川市教育委員会／☎786-3211(代表)  薨786-9866
●社会福祉協議会／☎728-2221  薨728-2313

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問合せ

法律相談（予約制）弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの
法律全般についての相談

7日㈮・21日㈮・28日㈮
14：00 〜 17：00
15 日㈯ ９：00 〜 12：00
8 月 4日㈮・18日㈮・25日㈮
14：00 〜 17：00
19 日㈯ ９：00 〜 12：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

13日㈭※次回は 8月 10日㈭
13：00 ～ 16：00 仮設庁舎相談室

行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容
証明、会社設立などの手続きの相談

3日㈪　※次回は 8月 1日㈫
13：00 ～ 16：00 仮設庁舎相談室

税務相談（予約制）税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての
相談

26日㈬
13：00 ～ 16：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震
などの相談

15日㈯
９：00 ～ 12：00

仮設庁舎 201 会議室
電話でも可　☎ 786-3211

マンション管理相談（予約制） マンション
管 理 士

マンション管理組合に関することや近隣
問題についての相談

26日㈬
10：00 ～ 12：00 仮設庁舎相談室

行 政 相 談 行政相談
委　　員

国や県、公団・公社等への要望や苦情に
ついての相談

14日㈮　※次回は 8月 18日㈮
10：00 ～ 12：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職　　員

消費者金融等からの借金返済などに困っ
ている方の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通☎ 786-3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困ってい
ることについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 10日㈪・24日㈪

10：00 ～ 16：00 仮設庁舎相談室 人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめな
どの日常生活でお困りのことの相談

11日㈫
９：00 ～ 12：00

地域福祉活動センター
3階

内 職 相 談 内 職 相
談 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

10：00～15：00（12：00～13：00を除く）
勤労福祉会館
直通☎773-1121（水・金曜日）産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全
般についての相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

仮設庁舎 2階
電話でも可　☎786-3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚
園・学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
10：00 ～ 16：00

駅前子育て支援センター
電話でも可　直通☎777-7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調整

して決定
児童発達支援センター
分室☎787-5562

児童発達支援
センター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みご
と相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：15 ～ 16：30

桶川市教育センター
直通☎786-3237 学校支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00 ～ 15：00

地域福祉活動センター
直通☎72８-２３６９ 社会福祉協議会
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募
集
人
数
▼
35
人

　

試
験
日
▼
11
月
25
日
㈯

　

試
験
会
場
▼
桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師

会
立
准
看
護
学
校

　

受
験
科
目
▼
現
代
国
語
・
一
般
常
識
問

題
・
小
論
文
・
個
人
面
接

　

学
校
説
明
会
▼
8
月
1
日
㈫
・
9
月
7

日
㈭
・
10
月
12
日
㈭
い
ず
れ
も
午
前
10
時

か
ら

※
参
加
者
に
は
資
料
（
願
書
含
む
）
を
無

料
配
布
し
ま
す
。

※
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
事
前
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

合
格
発
表
日
▼
11
月
28
日
㈫
午
前
11
時

　

願
書
請
求
▼
桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師

会
立
准
看
護
学
校
窓
口
で
一
部
1
，
0‌

0

0
円
で
販
売
し
ま
す
。
郵
送
希
望
者
は
郵

送
料
（
切
手
250
円
分
）
と
願
書
代
（
郵
便

局
発
行
の
定
額
小
為
替
1
，
0
0
0
円
分

※
為
替
証
書
に
は
一
切
記
入
不
要
）
を
同

封
し
、
封
書
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

願
書
受
付
▼
11
月
2
日
㈭
〜
17
日
㈮

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効

　

問
合
せ
蜊
桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会

立
准
看
護
学
校
☎
048
―
592
―
８
９
２
６

　

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
）
お
よ
び
大
出
血
時
の
止
血
方
法

な
ど
※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

　

と
き
▼
８
月
20
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

（
午
前
８
時
45
分
受
付
開
始
）

　

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
３

階
災
害
対
策
室
（
鴻
巣
市
箕
田
１
６
３
８

―
１
）

　

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

　

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
無
料

　

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受

講
者
は
、
消
防
本
部
発
行
の
受
講
証
明
書

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画
面
提
示
で

も
可
）

　

そ
の
他
▼
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習

の
受
講
が
で
き
ま
す
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講

者
は
救
命
講
習
の
受
講
時
間
が
開
始
か
ら

１
時
間
免
除
さ
れ
ま
す
）。

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
７
月
15
日
㈯
～
８

月
13
日
㈰
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
鴻
巣

消
防
署
（
鴻
巣
市
箕
田
１
６
３
８
―
１
、

☎
048
―
597
―
２
０

０
５
）
へ
。

准
看
護
学
生
を
募
集
し
ま
す

････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････････････････････････････････････

応
急
手
当
（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）

講
習
の
お
知
ら
せ

シリーズ　旧桶川飛行学校⑦ ～兵舎棟の復原調査１～
　旧桶川飛行学校の広大な敷地の中央には、正面を南

なん

面
めん

させ、東西軸に長い屋根を連ねる「兵舎棟」
が現存しています。ここに残る文化財建造物のなかでは最大規模を誇るのがこの建物であり、東西の
桁
けた

行
ゆき

長さは47.8ｍ、南北の梁
はり

間
ま

長さは11ｍで、床面積が492.23㎡となります。ここを訪れる殆
ほとん

どの人は、
この建物の存在感に圧倒されるはずです。
　これまで紹介してきました「守衛棟」や「車庫棟」と同じく、切

きり

妻
づま

造
づく

りの屋根を支えるのはキング
ポストトラスですが、下

か

弦
げん

材
ざい

の陸
ろく

梁
ばり

は 11 ｍの長さがあり、これに合掌（登
のぼり

梁
ばり

）中央を真
しん

束
づか

で支え、
両側面を吊

つり

束
づか

と方
ほお

杖
づえ

の組み合わせで補強する形態が採られていま
す。このトラスは梁間方向の中通路を境に、寄宿室側では 1.75 ｍ間
隔に配され、一方、事務室側では 2ｍ間隔となり、合計 24 本のト
ラスによって兵舎棟屋根が支えられています。
　元々、この建物用途は飛行技術を学ぶ学生たちの寄宿舎であり、
昭和 12 年に開校された当初は 18 名が共同で寝泊りする寄宿室が 4
室しかありませんでした。しかし、昭和 18 年に桶川分教場が桶川
教育隊に組織変更され、陸軍少年飛行兵などの受入れが増えたこと
で、西側に 1室が増築されて最大 90 名が収容できる規模となりま
した。ただ、この時期は戦況も厳しく、鉄も不足していたことでト
ラスの陸梁と真束を固定する箱

はこ

金
かな

物
もの

の代用に、木製添
そえ

板
いた

が用いられ
ていました。この痕跡によって改修変遷が判明しましたが、現在、
川田谷生涯学習センターのエントランスには、研究室制作の現状・
復原二組の構造模型が展示されており、是非とも足をお運び頂き、
二組の違いをご確認頂ければ幸いです。
� ものつくり大学横山研究室

兵舎棟解体調査前の現況外観

兵舎棟現状・復原構造模型の展示状況

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp


